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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
みなさん、こんにちは。この度は、茨城県医療的ケア児等コーディネーター養成研修の貴重な１コマをいただきまして、ありがとうございます。
一般社団法人weighty    紺野昌代です。
この受講生には、様々な立場の方がいらっしゃると思います。この子たちの支援に明確な答えはありません。だからこそ、話の中でみなさん1人1人が感じて考えたことを支援につなげて
いっていただけることを願っています。
それでははじめていきます。６０分よろしくお願いいたします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
私の自己紹介からはじめます。
私は、看護師になって初めて就職をしたのは、成人の医療機関でした。
その後長男を出産し、その子に医療が必要でこども病院にお世話になっていたことがきっかけで、２００２年にこども病院へ転職しています。
長女、二男を妊娠しましたが3人とも同じ原因不明の難病で超重症心身障害児として出生しました。
義理の母の支援を受けながら、１４年間こども病院で働いてきましたが長男を２０１４年に亡くし、２０１６年には離婚をきっかけにこども病院を退職し、現在の一般社団を立ち上げひたちなか市に重症児デイサービスを開設いたしました。
２０２０年に相次いで二男、長女を亡くしましたが、
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さまざまなプロセスの中で、お母さんたちは多くの悩みを抱えて、たくさんのものを背負って生活しています。
早い段階で、サポートが入ることで孤独感は多少改善され、寄り添ってくれる人がいるという安心感は得られるのではないかと思います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
NICUから在宅に帰るとき、その短期間でこどもの障害を完全に受容できる人はいません。
かわいい、と思えなくなったそれを悪いこと、と捉えなくてもいいよということはお伝えさせていただいてます。
おうちに連れて帰って、家族になろうと思えただけで私は二重丸だと思っています。
地域にいる私たちは、そこをしっかり両手開いて
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
気道の加湿および回路の結露対策は人工呼吸管理の最重要課題となっています。加湿不足は気道粘膜の状態悪化を招き、排痰を困難にします。
また、感染防御力も低下させてしまいます。施設によっては、加温加湿器への回路の組み換えを行わず、1日人工鼻で対応するところもありますが、基本的には人工鼻は一時的な
移動の時のみの使用に限定したほうがよろしいかと思います。
加湿不足は、痰が硬くなりカニューレ閉塞のリスクを高めてしまいます。人工呼吸器を装着しているこどもにとって、施設でこうした対応をとっていただけるのかも、重要な確認事項となってきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
事業所では、こどもとそのご家族にとっての「はじめて」を一緒にすることもあります。
これは、昨年の秋にみんなでリフトバスに乗って大子にリンゴ狩りにいった写真になります。
呼吸器をつけていたり、医療依存度の高いお子さんにとって、みんなでバスに乗るということも、りんごを自分でもぎるということも初めてでした。
総勢７０名の参加でしたが、家族だけでの難しいチャレンジも、こうしてみんなでやれば怖くないし、とっても素敵な想いでになりました。
これからも、みんなでゼロイチ体験ができたら嬉しいです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
訪問教育は、みなさんご存じかとは思いますが改めてご説明いたします。
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